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本学では、地域の皆様からのご意見等を今後の大学運営に活用させていただければと考えています。
お気づきの点等がございましたら、下記連絡先までお寄せ下さいますよう、よろしくお願いいたします。 
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● 附属病院に腫瘍センターを設置 
● 入学宣誓式、大学院入学宣誓式 
● 健康創造科学研究会（7/20、10/26、12/21、2/8、3/15　計6回開催） 
,
 
● 浜松医科大学との交流会 
● 解剖体納骨慰霊法要 
● 全国の大学病院で初めて附属病院にペインクリニック科を開設 
● 市民公開講座「ノーベル賞受賞者マーシャル教授の講演とやさしい胃の病気の話」を開催 
● 関連病院長会議 
● オープンキャンパス（看護学科） 
● 新（Ｄ）病棟竣工 
● 滋賀県からの寄附講座「地域医療システム学講座」を設置 
● 新（Ｄ）病棟見学案内を実施 
● 第3回全人的医療を考える市民・学生参加シンポジウムを開催（第4回：12/11） 
● 医師の生涯教育を目的としたワークショップ「琵琶湖プライマリケア・リフレッシャーコース」を開催 
● オープンキャンパス（医学科） 
● 西日本医科学生総合体育大会（医学科） 

● 解剖体慰霊式 
● 若鮎祭（学園祭）  
● 研究動物慰霊式 
● 「全国豊かな海づくり大会」に医療廃棄物処理装置を出展 
● 外国人留学生等の研修旅行 
● 「都市エリア産学官連携促進事業（発展型）キックオフ・フォーラム」を開催 
● 全学フォーラムを開催 
● 滋賀県との懇談会 	
● 学外有識者会議 
● 個別学力試験（前期日程） 	
● 「都市エリア産学官連携促進事業（発展型）成果報告会」を開催 
● 学位授与式、卒業式 

● 家庭医療学講座を開設 
● 留学生との交流会「国際交流の夕べ」 
● 学内ESCO事業が省エネルギー優秀事例全国大会で省エネルギーセンター会長賞を受賞 
,
 
入学宣誓式 解剖体納骨慰霊法要 市民公開講座 
オ プーンキャンパス 新（Ｄ）病棟竣工 新（Ｄ）病棟見学案内 
若鮎祭（学園祭） 外国人留学生等研修旅行 都市エリアキックオフ・フォー ラム 
省エネルギーセンター 会長賞受賞 学外有識者会議 卒業式 
4月 5月 6月 
7月 8月 9月 
10月 11月 12月 
1月 2月 3月 
3滋賀医科大学は、地域の特徴を生かしつつ、 
特色ある医学・看護学の教育・研究により、 
信頼される医療人を育成すること、 
さらに、世界に情報を発信する研究者を養成することにより、 
人類の健康、医療、福祉の向上と発展に貢献する。 
豊かな教養と高い専門的知識及び技能を授けるとともに、 
確固たる倫理観を備え、科学的探究心を有する医療人及び研究者を養成する。 
課題探求、問題解決型学習を通して、適切な判断力と考察する能力を養う。 
豊かな教養を身につけ、医療人としての高い倫理観を養う。 
コミュニケーション能力を持ち、チーム医療を実践する協調性を培う。 
参加型臨床（臨地）実習を通して、基本的な臨床能力を習得する。 
国際交流に参加しうる幅広い視野と能力を身につける。 
滋賀医科大学の使命 
滋賀医科大学は、幅広い教養と医学及び看護学の 
それぞれの領域に関する高い専門的知識及び技能を授けるとともに、 
確固たる倫理観を備え、有能にして旺盛な探求心を有する人材を 
育成することを目的とし、もって医学及び看護学の進歩、発展に寄与し、 
併せて社会の福祉に貢献することを使命とする。 
（滋賀医科大学学則第１条より抜粋） 
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滋賀医科大学の理念 
教 育 理 念  
教 育 目 標  
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96.4%
100%
92.6%
95.0%89.1%
91.4%
81.5%
90.6%
全国平均 
医　師 91.8%
93.2%
91.7%
98.4%
90.0%
88.3%
78.1%
90.3%
全国平均 
看護師 
97.1%
98.4%
100%
100%
87.9%
90.6%
99.0%
94.3%
全国平均 
保健師 
- -
97.3%
100%- -
91.1%
98.1%
全国平均 
助産師 
平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 
目標数値 
95%以上 
98%以上 
95%以上 
-
国家試験 
区分 
Ａ 
C
B
教 育 
良医を育て、名医が羽ばたく 
地域医療を担う医師・看護師の養成と確保に向け“地域「里親」による学生支援プログラム”を、 
がん専門医を養成するため“がんプロフェッショナル養成プラン”を新たにスター トさせました。 
また、平成17年度から実施してきた「一般市民参加型全人的医療教育プログラム」は 
最終年度を迎えました。このプログラムの成果を引き続き継承し、人を診る医師の育成を行っていきます。 
人を診る医師を地域のみなさまと共に育てる 
※本プログラムは、平成17～19年度に文部科学省の「地域医療等社会的ニーズに対応した医療人教育支援プログラム（医療人ＧＰ）」の支援を受けたものです。 
一般市民参加型全人的医療教育プログラムの実施 
全人的医療が行える医師の育成を目指して、 
3つのプロジェクトを実施しました。 
6年間一貫患者訪問実習 
プロジェクトＡ プロジェクトB
プロジェクトC
全学年一般市民参加型面接医療実習 
　医学科全学生がそれぞれの段階に応じ、
一般市民の方に模擬患者の役を担って
いただき、医療面接の実習を行っています。 
全人的医療・学年縦断グループ能動学習と市民・学生参加シンポジウム 
　学生が全人的医療の重要性をより理解した上で患者様訪問実習へ臨めるよう、医療関係
者や一般市民の方々に広く参加を求め意見交換を行いました。 
　平成19年12月11日に開催したシンポジウムでは、「全人的医療 全ての医療人の核心
となる能力」と題した講演、医学生の発表等が行われ、328名の参加者がありました。 
　講義では学べないコミュニケーション力、
患者さんの普段の生活・背景を理解するこ
との大切さ等を学ぶための実習で、医学科
の学生が約2ヶ月毎に患者さんのご自宅を
訪問します。 
　平成20年度からはこの実習を正規科目とし、「全人的医療体験学習」
として開講しています。 
良好な国家試験合格率を維持するために 
国家試験合格率 目標数値を設定 
　目標数値を設定すると
ともに、学生一人ひとりに
きめ細かな指導を行って
きました。 
　国家試験合格率は順
調に推移しています。 
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学生の自主性を伸ばし視野を広げるカリキュラム 
海外自主研修参加者が過去最多に 
　本学では、医学科第4学年を対象に2～3カ月の日
程で自主研修を実施しています。学生を医療機関や研
究施設に派遣し、医療現場や最先端の研究に触れさせ
る機会を提供しています。 
　平成12年度からは国内だけではなく外国機関の紹
介を開始、平成19年度に海外で自主研修を行った学
生は過去最多となりました。 
エキスパ トーを育成するために 
がんプロフェッショナル養成プランの展開 
　平成21年度より、大学院博士課程の
専攻科に専門医コースを設置すること
を決定しました。 
　これに先立ち、平成20年4月に、社
会が求める高度ながん医療を先導でき
る人材を養成するための「がん専門医
師養成コース」を設置しました。平成
20年度は6名が入学しました。 
地域ぐるみで学生をバックアップ 医師・看護師不足解消へ 
※本プログラムは、文部科学省の「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム（学生支援ＧＰ）」に選定されました。 
地域「里親」による学生支援プログラムの実施 
　地域の医療や生活を理解するために、卒業生や地域に暮らす方々に協力を得て、医師・看護師・保健師・助産師を目
指す学生を支援し、その成長を見守っていこうというプログラムです。 
「びわこバイオ医療大学間連携戦略」が平成20年度文部科学省 
「戦略的大学連携支援事業」に採択されました。 
 
　本プログラムにおいて、滋賀医科大学の「医学」と長浜バイオ大学の「バイオテクノロジー」というそれぞ
れの得意分野を生かし、「バイオ医療学」に関する講義、教材開発、大学院における人材育成等を共同で実施
していきます。 
ＮＥＷＳ 
ＦＬＡＳＨ 
生命の尊厳を認識させる取組 
解剖実習における倫理教育 
　信頼される良き医療人を養成するため、倫理教育の一環
として、解剖実習の献体（ご遺体）の受入から返骨までを学
生自身の手で行わせています。これは、全国でも稀な取組
です。 
　具体的には、役員と教職員に加えて学生を献体受入式に
参加させ、ご遺族と対面する貴重な機会としています。また、
解剖実習後の納棺、慰霊法要での納骨・返骨も学生に行わ
せています。 
※本取組は、京都大学、三重大学、大阪医科大学と
の共同事業で、文部科学省「がんプロフェッショナ
ル養成プラン」の支援を受け実施しています。 
参加した学生の研修レポ トーより 
・ハルピンでの自主研修はかけがえのないものとなりました。
研究室での研修に加え、ハルピンやそこで生きる人達
のことを知り、いろいろなことに目を向ける良い機会とな
りました。【中国　ハルピン医科大学で研修】 
 
・アルツハイマー病の研究において、世界的権威のある
先生の下で研修させていただきました。今回の自主研
修では本当に様々なことを学びました。日本にいては学
べなかったこと、気づけなかったことも多かったと思います。
苦労ももちろん多かったですが、本当に行って良かった
と感じています。 
【カナダ ブリティッシュコロンビア大学で研修】 
がんプロフェッショナル養成コースの概要 
臨床腫瘍学の講義に加え、学会の 
「専門医」「認定医」の資格取得を 
目指し、専門実習を行います。 
・メー ルなどを通じて学生と交流。 
・生活・進路などの相談に応じる。 
・時間が合えば、勤務先の見学や 
 自宅に学生を招き交流を深める。 
・研修会や懇談会に参加し、情報や 
 認識の共有化を図る。 
専門医師養成コース 
● がん薬物療法医コース 
● 緩和医療医コース 
● 放射線治療医コース 
● 乳腺専門医コース 
京都大学 
医学研究科 
三重大学 
医学系研究科 
滋賀医科大学 
医学系研究科 
大阪医科大学 
医学研究科 
滋賀医科大学 里親支援室 
地域医療への 
モチベ シーョンの 
向上・維持 
地域医療を担う医師・看護師・保健師・助産師の養成と確保 
地域での医療を 
志す学生 
主な活動 支援 
【里親】 コミュニケ シーョン 
成長支援 
※神経回路の機能や仕組みを探究するための実験法の１つ。抗体反
応を利用して、その分子の組織・細胞内の局在を可視化する技術で
蛍光顕微鏡や光学顕微鏡等を用いて行う。 
ラバル大学医学部 
感染症研究所 
遠山先生の研究室を訪ね研修先の外国機関
を紹介してもらう。 
H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 
5
10
15
20
25
30
過去最多 
3名 
10名 
8名 
 
卒業生,医師,看護師,保健師,助産師 
ボランティア,地域住民,患者さん 
 
【プチ里親】 
支援・情報交換 
プログラムの概要 
 
学生参加の 
献体受入式 
学生による返骨 
（納骨慰霊法要） 
26名 
海外自主研修参加者数の推移 
（名） 
大竹さんの場合 
海外自主研
修の流れ
第3学年 
１月 
研修レポ トーを提出。 
研修先をカナダのラバル大学医学部感染症研
究所に決定。 
 
約７週間の研修を終えて無事帰国。 
渡航日程や滞在場所等を調整。 
研修に向けて実験トレーニングを開始！ 
具体的には．． 
第4学年 
７月 
渡航！自主研修スター ト！ 
研究補助員として、タ
ンパク質精製とそれを
用いた赤血球反応実
験を行う。 
休日には 
観光や小旅行。 
９月 
12名 
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医療福祉教育研究センター 概念図 
保健現場 
問い合わせ 
回答 
滋賀県 
健康福祉部 
医療現場 滋賀医科大学 医学科・看護学科 
福祉現場 
龍谷大学 
臨床、福祉学科 
地域福祉学科 
医療福祉 
教育センター  
問い合わせ 
回答 
日本人の血圧はアメリカ人よりも高い 
120
60～69
50～59
40～49
30～39
65～74
55～64
45～54
35～44
25～34
130 140 150 160
120 130 140 150 160
1960
1980日本 
1960～62
1976～80アメリカ 
「何でもできる大学」ではなく、「何かができる大学」を目指し、 
本学の特徴を生かせる５項目の重点プロジェクト、国際的にも注目される研究を推進しました。 
また、研究の質の向上を図るため、研究活動に対するチェックと優秀な研究者の表彰を行いました。 
特徴を生かせる研究を重点的に 
重点プロジェクトの推進 
鳥インフルエンザワクチン
の開発、再生医療への応用
に向けて 
●人獣共通感染症に関する基礎研究連携事業（文部科学省）を推進 
●カニクイザル・テーラーメ ドーＥＳ細胞を用いた移植医療モデルシス
テムの構築 
→科学研究費補助金基盤研究（Ｂ）を獲得 
動脈硬化症・メタボリック
シンドロームなどの予防の
ために 
●日米3集団の潜在性動脈硬化症危険因子に関する国際疫学共
同研究 
→科学研究費補助金基盤研究（Ａ）を獲得 
●疾病予防サービスに係わるエビデンス構築のための大規模コホー
ト共同研究 
→厚生労働科学研究費補助金を獲得 
●日本人における血漿中Lp-PLA2濃度およびLp-PLA2遺伝子
多型と冠動脈疾患との関連の検討：断面・症例対照研究を推進 
保健・医療・福祉・教育の連
携を促進 
●滋賀県からの委託を受け、24時間在宅
ケアシステム研究事業を実施 
アルツハイマー病・神経難
病の早期発見・治療を目指
して 
●アルツハイマー病の新規ＭＲ画像診断薬の開発 
→科学技術振興機構育成研究に採択 
●筋萎縮性側索硬化症（ALS）モデルマウスの免疫療法とミクログリ
アの病態解析についての研究 
→科学研究費補助金基盤研究（Ｂ）を獲得 
体への負担が少ない医療（低
侵襲医療）を目指して 
医療に役立つ独創的な研究 
臨床応用を視野に入れた研究の推進 
研究活動のCHECK ＆ 優秀研究者の表彰 
研究活動に対する評価の実施 
　教育研究担当副学長をトップとする研究活動・業績の評価検討会を発足させ、5つの重点研究の中間評価及び学長裁
量経費による特別研究プロジェクトの実績評価を実施しました。 
　さらに、平成16～19年度の研究業績全体をチェックし、優れた業績をあげた研究者2名の表彰を行いました。 
研 究 
個性輝く研究、医療の革新へ 
●ＭＲ画像による生体内標識幹細胞の無侵襲追跡技術と再生医療への応用 
→科学研究費補助金基盤研究（Ｓ）を獲得 
●患者負担軽減のためのオンサイト診療システムの開発等 
→都市エリア産学官連携促進事業発展型（文部科学省）に採択 
●マイクロ波応用手術支援機器と手術システムの臨床応用 
→独創的シーズ展開事業大学発ベンチャー創出推進（科学技術振機構）に採択 
地域医療支援研究 
生活習慣病医学 
神経難病研究 
核磁気共鳴（ＭＲ） 
医学 
サルを用いた 
医学研究 
ナノ粒子の医学への応用 
患者負担軽減のためのオンサイト診療システムの開発 
　微小なダイヤモンド粒子（ナノダイヤモンド）を用いたイメー ジングプロ ブー
の開発に世界で初めて成功しました。 
　イメー ジングプロ ブーとは、生体内の細胞や分子の活動を可視化するため
の標識剤です。これにより、これまでは見えにくかった小さながん細胞や病原
体を検知することが可能になり、疾患の早期発見に役立つと考えられていま
す。 
　他のイメー ジングプロ ブーとは異なり、毒性の心配がなく安全です。また、
蛍光顕微鏡とＭＲＩ装置により相補的な可視化が可能であるなど、実用性が
極めて高いのが特徴です。 
　今後、このナノダイヤモンドイメー ジングプロ ブーをがん細胞内に導入する
手法や、生体内でのがん細胞の可視化について検討を行っていきます。 
生命科学講座（化学） 
小松 直樹 准教授 
　オンサイト診療システムとは、「悪性腫瘍の発見と患部の
特定」、「腫瘍の悪性度の測定・判断」、「腫瘍の切除・摘出」
等、一連の治療を手術現場（オンサイト）で迅速に行えるシ
ステムです。患者さんの身体的負担の軽減と術後のＱＯＬ（生
活の質）の向上を実現することができます。 
　「腫瘍の切除・摘出」には、これまで開発を行ってきた「体
腔鏡手術ロボット」を用います。従来の体腔鏡手術では、届
かなかった部位にできた腫瘍も摘出することが可能になりま
す。 
研究副統括 
 外科学講座 谷 徹 教授 
ＭＲ医学総合研究センター  
犬伏 俊郎 教授 
医学領域のトップジャー ナルである 
「The Lancet」に責任著者として論文が 
掲載されたことなどが、高く評価 
されました。 
泌尿器科 
岡本 圭生 講師 
※インパクトファクタ ：ー学術雑誌の影響度を示す指標で、インパクトファクターが高いほど、影響力の高い論文を収録していると言えます。 
※体腔鏡手術：体に小さな穴を開け、カメラと細い手術器具を用いて行う手術 
質の高い論文を数多く発表しており、 
平成16～19年度の４年間、本学での研究 
において、インパクトファクター の合計値が 
最も高かったことなどが評価されました。 
循環器内科 
蔦本 尚慶 講師 
優秀 
研究者 
紹介 
文部科学省 都市エリア産学官連携促進事業（発展型） 
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診療 
あたたかい最先端医療で安心と満足を 
地域中核病院として、社会的要請の強い産科医療・小児医療等を積極的に推進するとともに、 
診療を通して良質な医療人の育成に努めました。 
また、特定機能病院として専門的で質の高い先進医療及び研究成果を生かした医療の提供に努めました。 
社会・地域の声に誠実に応えます 
地域中核病院として診療・環境整備・人材育成を推進 
安心して妊娠・出産ができる環境づくり 
地域周産期医療への取組 
最先端の医療を患者さんに 
先進医療の推進 
　先進医療とは、最新の医学水準であると厚生労働大臣から承認された医療で、
高度な技術を持つ医療スタッフと十分な施設や設備を持つ医療機関だけで行われ
ています。本院では、以下の5件を実施しています。 
（平成20年10月現在） 
ブレイク 
タイム 
「コア生涯学習型高度専門医養成プログラム」が平成20年度文部科学省「大学病院連携型高度医療人養成
推進事業」に選定されました。 
 
本プログラムでは、滋賀医科大学を中心に9つの大学が連携し、高度で実践的かつ倫理性・科学性に富んだ
専門医の育成に取り組みます。高度救急医療研修、医療安全などに関する各種セミナー等を開催するととも
に、連携大学が各々の得意分野に特化した研修を実施します。 
ＮＥＷＳ 
ＦＬＡＳＨ 
患者給食にブラックバス料理 登場 
 
　入院患者さん向けの給食選択メニューの１つとして、平成20年5月
21日の昼食に「ブラックバスのムニエル」を提供しました。 
　患者さんらからは、「ふつうの白身魚とわからないくらい、やわらかく
ておいしかった。」などの声が聞かれました。 
　琵琶湖の生態系に影響を及ぼすブラックバスを食べて減らそうとい
う動きに注目、タウリン含有量が豊富で脂肪が少なくヘルシーな魚で
あることから、メニュー開発に乗り出しました。 
　今後は、患者さんの反応をみながら毎月１回程度、選択メニューとし
て提供していく予定です。 
　小児科医不足が社会的な問題となっ
ているなか、本院は地域の新生児医療
の中核施設として、平成21年５月には病
院再開発により、NICU（新生児集中治
療室）とGCU（新生児回復室）を併せて
15床に拡充するとともに、新生児専門医
１名を増員し、フル稼働で診療にあたる
予定です。 
　院外から研修生・実習生（医師・看護師・薬剤師・理学療法
士等）を408名受け入れ、人材育成に取り組みました。 
　また、地域の看護職を対象に、オ プーン研修「看護実践研修」
を実施しました。 
　国立大学附属病院では数少ない「回復期リハビリテ シーョン
病棟」を開設しました。これは、家庭復帰や社会復帰を目指して、
リハビリテ シーョンを集中的に行う病棟です。 
　病気やけがの後、普段の生活を取り戻すためには、治療後の
適切なリハビリが重要です。患者さんにとって、効率的なリハビリ
を行える環境を整えました。 
草津市の小児救
急医療センター に
医師を
定期的に派遣し
、センター の365日
24時間
診療を支えていま
す。他施設も合わ
せると
滋賀県全体の小
児救急患者の6
0％以上
を本学関係の小
児科医が担って
いること
になります。 
　滋賀県は周産期死亡率・新生児死亡率が全国に比べ高く、これらの原因を早
急に調査・分析し、具体的な対策の立案等を行う目的で、平成19年9月に、滋
賀県からの寄附による「地域医療システム学講座」を開設しました。 
　これまでに、県内全施設を対象に症例調査を実施したほか、滋賀県周産期医
療協議会への提言等を行いました。また、産科、新生児科医師確保のための研
修制度の創設、新生児蘇生講習会の開催等により、人材育成にも努めています。 
 
　また、「出産難民」「お産難民」など、全国的に産科医療の問題は深刻化していますが、本院では、ハイリス
クな重症母体の受入数は増加しており、平成19年度の総分娩数は過去最多となりました。 
燐－磁気共鳴スペクトロスコピ とーケミカルシフト画像による糖尿病性足病変の非侵襲的診断 
患者さんの負担の少ない方法で足病変の診断を早期かつ正確に行います。 
樹状細胞と腫瘍抗原ペプチドを用いたがんワクチン療法 
がん組織に集中・殺傷するよう培養されたリンパ球を点滴により移入します。本院では、乳がん・肺がん・消
化器がん等が対象疾患です。 
抗がん剤感受性試験（ＣＤ－ＤＳＴ法） 
患者さんから採取した腫瘍組織を用いて検査し、個々の患者さんに最適な抗がん剤の選択・投与を行いま
す。本院では、消化器がん・乳がん・転移性肝がん・転移性肺がん・がん性胸腹膜炎が対象疾患です。 
超音波骨折治療法 
手術が必要な腕や脚の骨折に対して行う治療で、術後微弱な超音波を骨折部位の皮膚の上から当て、
回復を早めます。骨がつくまでの期間を約40％短縮できます。 
腫瘍性骨病変及び骨粗鬆症に伴う骨脆弱性病変に対する経皮的骨形成術 
骨粗鬆症等に対する骨セメント注入治療で、骨の強度を回復させます。 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
31
地域医療システム学講座 
 q橋 健太郎 特任教授 
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社会貢献 
国際交流 
社会に、世界に、オープンスタンス 
社会人の学び直し＆再チャレンジを支援 
※本プログラムは、文部科学省の「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム」に選定された取組です。 
臨床心理士研修コースを開講 
　大学等で心理学を学びながらも、他の業種に就職した社会人やキャリアアップ希望者など向けに、臨床心理士研修コー
スを開講しました。 
 
　心理検査や心理療法、患者さんや家族に向けた心理教育や生活技能訓練など、幅広い専門知識及び臨床経験を身に
つけるためのプログラムを提供し、臨床心理の現場への復帰や進出を支援します。講座は5～7ヶ月間のプログラムとなっ
ており、授業料は無料です。指導は、精神医学講座の山田教授のほか、助教・臨床心理士が担当します。 
地域住民向けの教育サービスを展開 
公開講座、出前授業、模擬講義 
県内の大学と相互に協力 
大学間相互学生交流の推進 
　「びわ湖学生Festival」の当番校として本学学生が主体となって、県内大学の学生相互交流と地域との相互理解を
目的とし、遊覧船「ビアンカ」船上でシンポジウムを実施しました。 
教育・研究をグローバルに展開 
国際交流の促進 
　平成20年6月にベトナムのホーチミン医科薬科大学と大学間学術交流協定
を締結しました。ホーチミン医科薬科大学は、ベトナム最大の医療系大学です。 
　その研修病院であるチョ ・ーライ病院の看護部長が協定締結にあわせて来日
され、本学附属病院において、病院管理・看護管理等ついて学ばれました。 
　ベトナムの病院の看護部長が、日本で研修を受けるのは国内でもあまり例は
なく、県内では初めてのことです。 
ＮＥＷＳ 
ＦＬＡＳＨ 
　「地域との交流」「学生同士の交流」「環
境」の観点から、『湖上祭』と銘打って、環
境をテーマにした講演会やクイズ大会な
どを通じて、一般参加者や学生が交流を
行いました。知事を含め480名の参加者
がありました。 
今年で5回目となるびわ湖学生Festivalは、県内の13大学から実行委員が集まり、環びわ湖大学コンソ シーアムの
共催のもと学生の相互交流及び学生と地域との相互理解を深めることを目的として毎年開催しています。 
本学の知的資源を地域社会等に還元するべく、医科大学の特色を生かし、臨床心理士研修コー ス、 
睡眠指導士養成講座、公開講座、出前授業など、魅力ある教育サ ビースを企画・実施しました。 
また、県内高校・大学との連携や交流を強化するとともに、国際的に開かれた大学を目指し、 
国際交流事業を展開しました。 
平成20年7月  膳所高校・虎姫高校と高大連携事業協定を締結しました。 
 
　高校生に対し、医学や医学に繋がる基礎的な学問につ
いての講義・実習を行うとともに、医療従事者の使命・働き
がい、地域医療の現状と課題等についての講義も実施し
ます。 
　調印式において馬場学長は、「医学と看護学を身近に感
じてもらえるような授業をしたい。地域の高校生に興味を
持ってもらい、地域医療の担い手を育てる一助になればと
思う。」と語りました。 
・ノー ベル賞受賞者マ シーャル教授の講演を拝聴す
る機会を持っていただきましてありがとうございます。
今後もこのような貴重な体験をさせていただきたいと
思います。 
・講座を聞いていて先生方の小児という人間に対す
るあたたかさ（愛情）を感じました。小児科医の不足
で超多忙であると聞きますが、若い学生さん達が小
児科にもっと注目して下されば良いのにと感じました。 
 
公開講座 参加者の声 
・実物や写真があって、説明がわかり
やすかった。もっと時間をふやしてほ
しい。 
・人間の体のしくみは、よくできている
なと思いました。 
・理科が好きになりました。 
出前授業 参加小学生の声 
　ピロリ菌の発見によりノーベル賞を受賞者したバリ ・ー
マーシャル教授による講演、最新のがん治療やメタ
ボリックシンドロームなど話題性のあるテーマで公
開講座を実施しました。平成19年度の開催回数は
12回、受講者数は1,036名にのぼりました。 
　また、県内の小中高校生を対象に出前授業11回、
模擬講義を１回実施しました。 
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完成！ 完了！ Ｄ病棟　新築 
H20～21年度 
Ｂ病棟　改修 
H21～23年度 
中央診療棟　改修 
外来診療棟　改修 
Ａ病棟　改修 
手術棟　改修、増築 
Ｃ病棟　改修 
評価結果 
文部科学省国立大学法人評価委員会による評価結果（平成19年度） 
本学が提出した「業務の実績に関する報告書」に基づき、国立大学法人評価委員会が評価を行ったものです。業
務運営、財務内容、自己点検・評価、その他（業務運営に関する重要事項）については５段階で、教育研究等につい
ては各大学の特色ある取組みが記述式で評価されます。 
本学の評価は以下のとおりとなりました。 
5段階評価の結果 
教育研究等についての評価（特色あるとして評価された取組） 
① 業務運営 4（順調に進んでいる） 
② 財務内容 4（順調に進んでいる） 
③ 自己点検・評価 4（順調に進んでいる） 
④ その他（業務運営に関する重要事項） 4（順調に進んでいる） 
・学部学生の海外派遣を促進するカリキュラムの充実に努め、海外を含めた学外研修や海外への臨床実習の参加
者数が増加している。 
・大学の特徴を活かせる5項目を重点プロジェクトとして定め、学内外に公表するとともに、資源配分等を行い支援
した結果、この重点分野で獲得した外部資金等は、全体で4億7,256万円（対前年度比15.5％増）となってい
る。 
・中期目標期間の研究業績全体を評価し、優れた業績をあげた教員2名を選び、表彰を行っている。 
・平成18年度に協定を結んだベトナムのチョ ・ーライ病院で学部学生が
3名、滋賀医科大学でチョ ・ーライ病院の医師・看護師・放射線技師9名
が研修するなど、国際交流の促進を図っている。 
・初期・後期臨床研修の充実や、コメディカルスタッフの専門化を推進する
とともに、ロボット医療の推進、先進医療の実施など意欲的な取組が見
られる。 
・研修医ルームを新設し、研修環境を整備するとともに、新しい研修プロ
グラムを積極的にアピールしたことにより、良好なマッチング結果（97.8
％）を得ている。 
・地域からの社会的な要請の強い周産期医療や不妊治療に積極的に対応
し、また、産科オープンシステムを実施し、ハイリスク妊娠における重症
母胎搬入症例が増加するなど、地域医療のニーズに対応した医療を提
供している。 
・7対1看護師配置基準を取得し、手厚い看護を提供している。 
ベトナムからの研修生 
研修医ルーム アンケ トーにご協力いただきありがとうございました 
滋賀医科大
学が、 
一定の医療・
研究 
分野で優れ、
 
有名になるこ
とを 
望みます。 
人口増加の滋賀に 役立つ、人道的な 医師の育成に 
期待しています。 
学生の写真の 
表情がよかった。 
 
患者の心の痛みの
 
わかる病院になっ
て 
ほしいです。 
昨年度の本誌 
アンケ トー 
はがきより 
皆さま 
からの声 
　多くの皆様にご支援・ご協力をいただき、Ｄ病棟が完成
し、Ｃ病棟の改修も無事終了しました。以前から入院され
ていた患者さんは、新病棟や改修された病棟を見て、「綺
麗になったなあ」とおっしゃっておられました。 
　今後は、手術棟増築、Ａ・Ｂ病棟等の改修工事が本格
的に始まります。構内道路の通行障害等により、患者さん、
ご家族、関係者の方々にご迷惑をおかけしますが、何卒
特段のご協力の程よろしくお願い申し上げます。 
病院再開発 
information
H19.08：新（Ｄ）病棟 完成 
H20.06：Ｃ病棟改修 完了 
H20.11～H23.03：手術棟改修・増築 
H20.10～H21.03：Ａ病棟改修 
H21.06～10：Ｂ病棟改修 
H21.10～H24.01：中央診療棟 改修 
 外来診療棟 改修 
病院再開発スケジュール 
